
　10月12日、熊谷スポーツ文化公園
彩の国くまがやドームで大相撲熊
谷場所が開催され、大勢の観客が迫
力ある取り組みに魅了されました。
また、人気力士とちびっこ達の稽古
も行われ、会場を沸かせました。 平成25年10月1日現在（対前月比）

■人口　202,539人（-38）　男　100,949（-35）　女　101,590人（-3）　■世帯　82,890世帯（+82）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」11月号は、72,400 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1部当たり 14円です。

人口と世帯

子どもたちへ物語を
児童文学作家

宇佐美　牧子さん
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教
員
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

る
と
き
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を

読
み
聞
か
せ
る
機
会
が
何
度
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
物

語
は
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
、
大
事
な
こ
と
を
伝
え
て

い
く
力
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

　
自
分
も
子
ど
も
た
ち
へ
、
い
ろ

い
ろ
な
想
い
を
伝
え
た
い
。
そ
う

思
っ
て
児
童
書
を
書
き
は
じ
め
ま

し
た
。
本
を
書
く
知
識
は
ま
る
で

な
か
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
頃
に

好
き
だ
っ
た
本
の
作
家
さ
ん
へ
手

紙
を
書
き
、
勉
強
の
方
法
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
仕
事
を
し
な
が
ら
の
勉
強
で

何
年
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
四

年
前
に
初
め
て
本
を
出
版
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
物
語
づ
く
り
は
、
な
に
も
な

い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
な

の
で
大
変
で
す
。
で
も
、
書
き

進
め
て
い
く
う
ち
に
昨
日
ま
で

世
の
中
に
な
か
っ
た
も
の
が
形

に
な
る
。
そ
れ
が
嬉
し
い
し
、

楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
は
二
人
の
子
ど
も
の
育
児

を
し
な
が
ら
な
の
で
、
な
か
な

か
書
く
時
間
が
と
れ
ま
せ
ん
が
、

児
童
書
は
子
ど
も
が
主
人
公
な

の
で
、
子
ど
も
の
言
っ
た
セ
リ

フ
や
仕
草
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　
今
年
、
二
冊
目
の
本
を
発
刊

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
少
し
、
作
家
と
し
て
の

自
覚
が
で
て
き
た
よ
う
で
、
た

く
さ
ん
の
人
に
本
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
で
想
像
し
読
み
進
め
て

い
く
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
の
は
、

本
の
一
番
素
敵
な
と
こ
ろ
で
す
。

同
じ
物
語
も
、
読
ん
だ
と
き
に

よ
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
違
っ
た

り
、
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
り

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
人
に

本
に
触
れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　　
私
が
物
語
を
書
く
と
き
、
田

ん
ぼ
の
風
景
は
い
つ
も
熊
谷
が

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ
熊
谷

で
の
思
い
出
は
、
私
の
大
切
な

財
産
で
す
。

　
子
ど
も
の
頃
の
体
験
は
大
事

な
財
産
に
な
る
の
で
、
子
ど
も

た
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

が
ち
ょ
っ
と
行
き
詰
っ
た
と
き

に
、
な
に
か
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ

う
な
物
語
を
書
い
て
い
き
た
い

で
す
。

  

﹃
読
ん
で
よ
か
っ
た
﹄そ
う
思
っ

て
も
ら
え
る
本
を
つ
く
る
の
が
、

私
の
夢
で
あ
り
、
目
標
で
す
。
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「
市
報
く
ま
が
や
」は
、毎
月
1
日（
原
則
）に
発
行
し
、自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も「
市
報
く
ま
が
や
」を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L
) h
ttp
://w

w
w
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m
agaya.lg.jp
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憧れの力士と
稽古したよ！

追
い

　上之村神社は、古くは久伊豆神社と称し、成田氏の崇敬が厚

く、応永年間（1394～ 1418）に成田家時が社殿を再建したと

伝えられています。江戸時代に入り、慶長9年（1604）に徳川家

康から三十石の朱印地を与えられ、明治2年（1869）には村名を

とって上之村神社と改称しています。

　埼玉県指定有形文化財（建造物）の「上之村神社本殿」は

一間の構造で屋根を支える一間社流造であり、棟が高く、木

の部材も太いことから実際の規模より壮観な印象を与えてく

れます。かつて茅葺であった屋根は銅板葺に改装され、その

屋根の曲線美は本殿建築の偉容を更に高めています。細部

に目を向けると、梁や桁の上に置かれる蟇股や、正面の庇の

下部における手挟といった装飾部材などに、細やかな彫刻

が施されています。特に、建物の上部にて柱と柱を繋ぐ頭貫

には、その四方に三個ずつ

の蟇股が置かれ、十二支の

彫刻が美しく表現されてい

ます。梁の一種で虹のよう

に湾曲した虹梁と呼ばれる

部位には、渦模様や若葉の

絵が彫られています。

　棟札などの建立に関わる資料はないものの、これらの

蟇股や柱の隅に突出した装飾彫刻である木鼻の特徴か

ら、17世紀初期から18世紀中頃の建立が推定されます。

建築当初の姿をよく残し、当時の建築様式を伝える貴重

な建造物です。

◆江南文化財センター　3048-536-5062

ひら　  やま　　 け　  じゅう　たく

上之村神社本殿
屋根の曲線美と静かなる彫刻の融合

書
く
よ
ろ
こ
び

思
い
出
を
財
産
に

ながれづくり

ひさ　い   ず

かや ぶき

はり けた かえるまた ひさし

つな

こう りょう

き　ばな

はり

かしらぬき

た  ばさみ

かみ　　    の　　　 むら　　  じん　　   じゃ　　 ほん　　  でん

熊谷市上之１６

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

作業時の様子
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・・・お知らせします。平成24年度決算
平成24年度決算 健全化判断比率等の公表
牛乳を飲もう！
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特集

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
決
算

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
。
平
成
24
年
度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一般
会
計
で
は
、平
成
24
年
度
の
歳
入
は
前
年
度
と
比
べ
て
10
億
４
９
８
０
万
円
、率
に
し
て
１・
６
％
減
少
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

国
庫
支
出
金
や
市
債
発
行
額
な
ど
の
減
少
が
要
因
で
す
。

　
一方
、
歳
出
は
前
年
度
と
比
べ
て
２
２
１
２
万
円
、
率
に
し
て
0
・
0
4
％
と
わ
ず
か
に
減
少
し
ま
し
た
。
土
木
費
、
公
債
費
な

ど
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
費
の
増
大
に
よ
り
民
生
費
が
約
９
億
７
0
0
0
万
円
増
加
し
ま
し
た
。　

　
医
療
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増
大
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
税
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、一層
の
経
費
削
減
や
公
債
費
の
縮
減
に
取
り
組
み
、
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
や
将
来
の
財
政
負
担
を
考
慮

し
た
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

◆
財
政
課　
3
内
線
２
４
１

一般会計の内訳

特別会計の内訳

一般会計
歳　入❶
歳　出❷

歳入歳出差引額①ー②=③
翌年度へ繰り越すべき財源④
実質収支額③ー④

決算額
651億6,182万円
609億7,593万円
41億8,589万円
4億3,063万円
37億5,526万円

会 計 区 分
国民健康保険
下 水 道
公共用地先行取得
駐 車 場 事 業
土地区画整理事業
農業集落排水事業
後期高齢者医療
合　　計

210億9,190万円
34億6,765万円
1億8,150万円
2億8,127万円
12億894万円
4億8,575万円
18億1,006万円
285億2,707万円

210億9,190万円
34億6,765万円
1億267万円
2億8,127万円
10億2,069万円
4億8,575万円
17億5,750万円
282億743万円

0
0

7,883万円
0

1億8,825万円
0

5,256万円
3億1,964万円

歳入決算額 歳出決算額 差引残高

0

200

400

600

800
市債残高の推移（一般会計+特別会計）（億円）

H20年

760億
9,899万円 732億

1,239万円 695億
3,382万円

672億
3,967万円 646億3,748万円

H21年 H22年 H23年 H24年
（年度末）

平成24年度の主なお金の使いみち 歳出（一般会計）の主な事業を紹介します。

・生活保護事業 ３６億５,８４９万円
・児童手当等支給事業（子ども手当を含む）　３２億４,８７２万円
・保育所管理運営経費 ２３億５,９１３万円
・障害者自立支援給付事業 ２１億３,８５０万円
・児童扶養手当等支給事業   ７億２,０３６万円

　このほか、こども医療費給付事業、地域子育て支援
拠点事業、放課後児童対策事業、安全なまち推進事
業などを行いました。

民生費
・幹線第３号線道路改良事業 １億９,０６２万円
・安心安全道路ネットワーク整備事業 １億２,１８０万円
・第２北大通線道路改良事業 ７,３５５万円
・東武熊谷線跡地道路改良事業 ６,６１０万円
・通学路交通安全対策事業 ５,９９６万円
  
　このほか、橋りょう長寿命化修繕計画策定事業、都
市公園安全・安心対策事業、都市再生公園整備事業（籠
原駅周辺地区）などを行いました。

土木費

・本庁舎耐震化事業  ８,０６４万円
・総合交通体系整備促進事業  ６,４０５万円
・衆議院議員総選挙及び国民審査事業 　５,８７１万円
・「暑さ対策」熱中症予防グッズ配布事業  　１,５５４万円
・総合振興計画後期基本計画策定事業 　１３７万円

　このほか、熊谷スマートタウン整備事業、納税コー
ルセンター運営事業、くまがや交通安全フェア事業など
を行いました。

総務費
・予防接種事業 ３億４,３２１万円
・健康増進事業 ２億５,５５８万円
・ムサシトミヨ生息区域保全集中転換促進事業　９,９７９万円
・あっぱれ・天晴・太陽光発電等普及推進事業 ３,５００万円
・高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用助成事業　１,００４万円

　このほか、「暑さ対策」まち
なかオアシス事業、あっぱれ・
なるほど・熱中症予防事業、
エコタウンくまがや電気自動
車実証実験事業などを行い
ました。

衛生費

・中学校エアコン整備事業 ３億６,１１６万円
・籠原小学校屋内運動場建築事業 ３億２,０１０万円
・熊谷南小学校屋内運動場建築事業 ３億　６３３万円
・三尻小学校屋内運動場建築事業 ３億　４８５万円
・熊谷東小学校区公民館建設事業 １億９,６６３万円
  
　このほか、第６７期本因坊戦熊谷対局実施事業、市
史編さん事業、市民協働「熊谷の力」甲山古墳美化推
進事業などを行いました。

教育費

・中央消防署等建設事業
６億５,１６７万円

・防災のまちづくり事業
１,２３１万円

・消防団設備充実事業
１,２１６万円

消防費

・企業誘致推進事業   １億２,７３１万円
・観光行事推進事業 　    ６,８７０万円
・坂田医院旧診療所等整備事業 １,７４９万円  

商工費

市税
299億5,792万円（46.0%）

民生費
226億4,634万円（37.1%）

総務費
92億7,321万円（15.2%）

教育費
62億9,100万円（10.3%）

土木費
60億9,534万円（10.0%）

公債費
55億3,854万円（9.1%）

衛生費
49億1,554万円（8.1%）

消防費
29億5,162万円（4.8%）

商工費
13億5,198万円（2.2%）

農林水産業費
10億5,500万円（1.7%）

議会費
4億6,552万円（0.8%） 労働費

3億9,184万円（0.7%）

繰越金
52億1,357万円（8.0%）

諸収入
27億8,664万円（4.3%）

使用料及び手数料
8億5,988万円（1.3%）

分担金及び負担金
8億2,093万円（1.3%）

財産収入・寄附金
6億5,336万円（1.0%）

国庫支出金
77億4,658万円（11.9%）

地方交付税
66億4,873万円（10.2%）

市債
36億810万円（5.5%）

県支出金
34億5,353万円（5.3%）

譲与税・交付金
33億5,894万円（5.1%）

繰入金
5,364万円（0.1%） 歳　入

651億6,182万円

歳　出
609億7,593万円

　
　
　
　
　
　
自
主
財
源

 
 

 
 

 

 
  

 

　
　
　
　
　
　
依
存
財
源

本庁舎耐震化

第67期本因坊戦熊谷対局 坂田医院旧診療所

中央消防署

中学校に整備されたエアコン

クールスカーフ

ムサシトミヨが生息する元荒川
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　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

平
成
24
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断

比
率
等
を
算
定
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、

左
表
の
と
お
り
で
、
早
期
健
全
化

基
準
を
超
え
て
い
る
比
率
は
あ
り

ま
せ
ん
。

平
成
24
年
度
決
算 

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表

　
　
　
　
　
〜
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
〜

 

①
実
質
赤
字
比
率 

＝ 

黒
字

　
本
市
は
一
般
会
計
の
ほ
か
、
７

つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
普
通
会

計
に
属
す
る
会
計
︵
一
般
会
計
と

公
共
用
地
先
行
取
得
特
別
会
計
︶

の
赤
字
の
程
度
を
比
率
に
し
た
も

の
が
、
実
質
赤
字
比
率
で
す
。
算

定
の
結
果
、
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

︵
赤
字
で
な
い
場
合﹁
－
﹂表
記
︶

 

②
連
結
実
質
赤
字
比
率 
＝ 

黒
字

　
右
下
の
図
の
よ
う
に
一
般
会
計

と
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を

加
え
た
、
市
全
体
と
し
て
の
赤
字

の
程
度
を
比
率
に
し
た
も
の
が
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
す
。
算
定

の
結
果
、
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

︵
赤
字
で
な
い
場
合﹁
－
﹂表
記
︶

 

③
実
質
公
債
費
比
率 

＝ 

６・９
％

　
一
年
間
の
収
入
の
う
ち
、
借
金

の
返
済
で
あ
る
公
債
費
等
の
財
政

負
担
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
を

示
す
比
率
で
す
。

　
対
象
は
、
市
が
構
成
団
体
と

な
っ
て
い
る
一
部
事
務
組
合
や
広

域
連
合
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
数

値
が
大
き
い
ほ
ど
、
返
済
の
資
金

繰
り
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
算
定
の
結
果
は
、
６
・

９
％
で
年
々
改
善
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
特
別
会
計
も
含
め
て
市

債
の
元
利
償
還
金
が
減
少
し
た
こ

と
な
ど
が
要
因
で
す
。

 

④
将
来
負
担
比
率 

＝ 

算
定
な
し

　
市
が
将
来
負
担
す
る
可
能
性
の

あ
る
費
用
が
市
の
財
政
規
模
に
対

し
て
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を
示
す

指
標
で
す
。
こ
の
数
値
が
大
き
く

な
る
と
、
将
来
の
財
政
を
圧
迫
す

る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
市
は
将
来
的
に
支

払
う
借
金
な
ど
の
返
済
額
よ
り
地

方
交
付
税
や
基
金
な
ど
、
将
来
の

収
入
見
込
額
の
方
が
大
き
い
た

め
、
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
継
続
し
て
市
債
の
残
高

を
減
ら
し
て
き
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
公
共
施
設
の
整
備
に
要
す
る

経
費
に
充
て
る
た
め
の
基
金
等
を

積
み
増
し
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因

で
す
。

︵
算
定
さ
れ
な
い
場
合﹁
－
﹂表
記
︶

 

⑤
資
金
不
足
比
率 

＝ 

資
金
不
足
な
し

　
公
営
企
業
会
計
に
属
す
る
下
水

道
、
区
画
整
理
、
農
業
集
落
排
水

の
各
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

が
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
資
金
不
足
が
な
い

た
め
、
資
金
不
足
な
し
と
な
り
ま

し
た
。

︵
資
金
不
足
な
し
の
場
合﹁
－
﹂表
記
︶

　
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
比
率

も
基
準
内
で
あ
り
、
今
後
も
引
き

続
き
健
全
な
財
政
運
営
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
等
の
概
要

熊谷市の健全化判断比率（過去３年度分）

⑤熊谷市の資金不足比率（過去３年度分）　

特別会計などの名称

下水道特別会計

土地区画整理事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

水道事業会計

平成
２４年度

平成
２3年度

平成
２2年度

経営健全
化基準

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

20.0

国民健康保険特別会計決算
平成24年度国民健康保険特別会計決算の内容についてお知らせします。　◆保険年金課3内線２７６

諸支出金等
205,888,759円（1.0%）
総務費
246,658,546円（1.2%）

保険給付費
14,044,446,159円（66.6%）

後期高齢者支援金等
2,845,640,558円（13.5%）

前期高齢者納付金等
3,041,202円（0.1%未満）

介護納付金
1,219,608,668円（5.8%）

共同事業拠出金
2,298,716,493円（10.9%）

保健事業費
228,197,531円
（1.1%）

歳出総額 21,091,897,916円歳入総額 21,091,897,916円

諸収入等
77,484,408円（0.3%）

国民健康保険税
4,589,170,336円（21,8%）

国庫支出金
4,798,508,176円（22,8%）

療養給付費交付金
1,487,938,735円（7.1%）

前期高齢者交付金
4,677,444,163円（22.2%）

県支出金
1,138,091,674円（5,4%）

共同事業交付金
2,556,259,808円（12.1%）

繰入金
1,767,000,616円（8.4%）

国民健康保険税
国庫支出金
療養給付費交付金
前期高齢者交付金
県支出金
共同事業交付金
繰入金
諸収入等
歳入合計

4,589,170,336円 
4,798,508,176円 
1,487,938,735円 
4,677,444,163円 
1,138,091,674円 
2,556,259,808円 
1,767,000,616円 
77,484,408円 

21,091,897,916円 

21.8%
22.8%
7.1%
22.2%
5.4%
12.1%
8.4%
0.3%
100%

-0.3%
-0.6%
0.1%
-1.0%
18.4%
23.8%
34.6%
-10.1%
5.1%

項　目

歳　
入

平成24年度 構成比 対前年度
増減率

総務費
保険給付費
後期高齢者支援金等
前期高齢者納付金等
介護納付金
共同事業拠出金
保健事業費
諸支出金等
歳出合計

246,658,546円 
14,044,446,159円 
2,845,340,558円 

3,041,202円 
1,219,608,668円 
2,298,716,493円 
228,197,531円 
205,888,759円 

21,091,897,916円 

1.2%
66.6%
13.5%
0.01%
5.8%
10.9%
1.1%
1.0%

100.0%

-4.1%
0.8%
11.1%
-59.9%
10.7%
23.7%
7.7%

161.0%
5.1%

項　目

歳　
出

平成24年度 構成比 対前年度
増減率

国民健康保険・後期高齢者医療制度からのお知らせ
～交通事故にあったら届出を～

　交通事故など第三者（加害者）から傷害を受けた場合、
その治療費は加害者が負担します。
　しかし実際には、治療費が多額になることも考えられ、
また加害者との示談が長引くこともありますので、いった
ん国民健康保険・後期高齢者医療制度を使って治療を受
けられます。このように交通事故など第三者（加害者）か
ら受けた傷害の治療に国民健康保険・後期高齢者医療
制度を使用する場合には、必ず届出をしてください。国
民健康保険・後期高齢者医療制度を使って治療を受けた
場合、国民健康保険・後期高齢者医療制度が一時立替
払いをした額はあとから加害者に請求します。なお、加
害者が自動車任意保険に加入している場合には自動車保
険会社に請求します。
届出に必要なもの
①第三者行為による被害届等
②ご加入の保険の被保険者証
　（国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療被保険者証）
③印かん
④交通事故証明書(そろわないときは後日でも可)

国民健康保険・後期高齢者医療制度で治療を受けられ
ない場合
①飲酒運転、無免許運転による事故など自己の故意の犯
罪行為による負傷の場合
②第三者（加害者）から治療費を受け取っている場合
③労災保険の対象となる場合
示談の前にご連絡を
　加害者と示談を結ぶ前に、必ずご連絡ください。
　先に示談を結んでしまいますと、示談の内容によっては、
国民健康保険・後期高齢者医療制度で治療を受けられな
くなる場合がありますので、ご注意ください。
　また、後遺症などの治療も対象になりますので、示談
を結ぶときは、ご注意ください。

◆保険年金課 国民健康保険3内線３６０
　後期高齢者医療3内線３０２
◆大里行政センター市民福祉課　　　　
◆妻沼行政センター市民環境課
◆江南行政センター市民福祉課

熊
谷
市

《普通会計》
一般会計
公共用地先行取得特別会計

《公営事業会計》
国民健康保険特別会計
駐車場事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

《公営企業会計》
下水道特別会計
土地区画整理事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
水道事業会計

《一部事務組合・広域連合》
大里広域市町村圏組合
妻沼南河原環境施設組合
荒川北縁水防事務組合
埼玉県市町村統合事務組合
彩の国さいたま人づくり広域連合
埼玉県後期高齢者医療広域連合

《地方三公社・第三セクター等》
熊谷市土地開発公社
大里用水土地改良区
くまがや農業協同組合
埼玉県信用保証協会

◆
財
政
課
　
3
内
線
2
4
0

　上記健全化判断比率のうちいずれかが、早期健全化基準以上の場合には、財政健全化
計画を定めなければならない。同様に、財政再生基準以上の場合には、財政再生計画を定
めなければならない。

平成24年度
平成23年度
平成22年度
早期健全化基準
財政再生基準

①実質赤字
比率

②連結実質
赤字比率

③実質公債費
比率

④将来負担
比率

―
―
―
11.48
20.00

16.48
30.00

25.0
35.0

350.0

―
―
―

6.9
8.0
8.6

―
16.7
31.4

（単位：％）

（単位：％）

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

実
質
赤
字
比
率

健全化判断比率等の算定対象



市政ワイド 市政ワイド妻沼庁舎・妻沼行政センター
江南庁舎・江南行政センター

048-588-1321
048-536-1521

熊谷市役所
大里庁舎・大里行政センター

048-524-1111
0493-39-0311
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Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
！！

1１
月
〜
1
月
は
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す

平成26年度市立放課後児童クラブの入室受付
（新規・継続）

 

家
庭
で
で
き
る
こ
と

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

す
る
た
め
の
基
盤
は
家
庭
に
あ

り
、
最
も
影
響
を
与
え
る
重
要
な

場
で
す
。
家
庭
で
の
し
つ
け
や
ふ

れ
あ
い
、
話
し
合
い
や
相
談
が
で

き
る
信
頼
関
係
な
ど
を
再
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

 

地
域
・
社
会
で
で
き
る
こ
と

　
模
範
を
示
し
て
社
会
の
基
本
的

ル
ー
ル
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
青

少
年
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
行

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る

場
を
設
け
る
な
ど
、
青
少
年
を
見

守
り
、
励
ま
し
、
必
要
な
時
は
注

意
を
し
、
有
害
な
情
報
や
犯
罪
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

青
少
年
の
皆
さ
ん
へ

　
甘
い
誘
惑
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
将

来
を
考
え
自
分
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。
不
安
な
時
や
迷
い
・
悩

み
が
あ
る
時
は
、
周
り
の
大
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
自
然
体
験
や

職
業
体
験
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
、
自
分
の
可
能
性
を
引
き
出
し

ま
し
ょ
う
。

　
人
を
傷
つ
け
る
と
、
自
分
も
傷

つ
き
ま
す
。
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て

の
責
任
を
自
ら
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

◆
こ
ど
も
課
3
内
線
２
５
５

　｢

も
し
か
し
た
ら
虐
待
か
な
？｣

と
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
下
記
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
︵
秘
密
は
守

り
ま
す
︶。

　
市
で
は
、﹁
熊
谷
市
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
﹂を
設
置
し
、

地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
虐
待
な
ど
の
要
保
護
児
童
等
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
が
あ
り
、

身
近
に
話
し
相
手
が
い
な
い
場
合

は
、
市
の
家
庭
児
童
相
談
室
で
も

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電

話
相
談
は
下
記
へ
。

相
談
機
関
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

3
0
4
8-

5
2
7-

2
7
0
0

家
庭
児
童
相
談
室︵
こ
ど
も
課
内
︶

埼
玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所
　
　

3
0
4
8-

5
2
1-

4
1
5
2
　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル 

3
0
5
7
0-

0
6
4-

0
0
0

休
日
夜
間
児
童
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル

3
0
4
8-

7
7
9-

1
1
5
4

　
虐
待
緊
急
通
報
先
と
し
て
、

埼
玉
県
で
専
用
電
話
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
18
時
15
分
か
ら
翌
日
8
時
30

分
と
土･

日
曜
日･

祝
日
開
設

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
2
5
5

納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と

・
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

　
法
律
に
定
め
る
延
滞
金
を
本
来

の
税
額
と
合
わ
せ
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月
を

経
過
す
る
ま
で
の
期
間
は
4.3
％
、

以
降
は
14
.
6
％
を
滞
納
額
に
掛

け
て
計
算
し
ま
す
。︵
平
成
26
年

1
月
1
日
か
ら
発
生
す
る
新
規
滞

納
額
に
つ
い
て
は
、
1
か
月
を
経

過
す
る
ま
で
の
期
間
は
3.0
％
、
以

降
は
9.3
％
︶

・
督
促
状
を
送
付
し
ま
す

　
納
期
限
後
、
お
お
む
ね
20
日
間

納
税
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に

は
、
税
目
ご
と
に
督
促
状
を
発
送

し
、
未
納
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
納
付
の
催
告
を
し
ま
す

　
督
促
状
の
発
送
後
、
な
お
も
納

付
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、

文
書
等
に
よ
り
催
告
を
し
ま
す
。

・
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
電
話
に
よ
る
納
付
の
呼

び
か
け
を
行
い
、
早
期
段
階
で
の

滞
納
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

滞
納
を
続
け
る
と
？

　﹁
滞
納
処
分
﹂
と
い
い
ま
す
が
、

法
律
に
基
づ
き
、
所
有
す
る
財
産

︵
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、
動

産
等
︶
を
差
し
押
さ
え
、
金
銭
に

換
え
、
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
金

に
充
当
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
市
で
は
﹁
安
心
・
便
利
・
確
実

な
口
座
振
替
﹂
に
よ
る
納
税
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
納
税
課
、

各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課
窓

口
お
よ
び
市
内
金
融
機
関
窓
口
で

簡
単
に
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

公
募
の
趣
旨

　
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
を
図
る
た
め
、
平

成
26
年
度
に
事
業
開
始
す
る
事

業
者
を
公
募
し
ま
す
。

公
募
す
る
サ
ー
ビ
ス

・
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護

・
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

※

日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
整
備

枠
を
設
け
て
公
募
し
ま
す
の
で
、

必
ず
し
も
希
望
す
る
地
域
に
整

備
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

　
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
の
う
え
、

左
記
に
応
募
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
期
間
は
、
11

月
18
日
︵
月
︶
か
ら
12
月
13
日

︵
金
︶ま
で
で
す
。

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介

護
保
険
課
　︵
曙
町
２-

68
︶

3
0
4
8-

5
0
1-

1
3
3
0

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
！

み
ん
な
で
育
て
よ
う
！
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

〜
11
月
は
﹁
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
﹂で
す
〜

〜
11
月
は
﹁
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
﹂で
す
〜

　
子
ど
も
は
、親
や
家
族
と
の
愛
情
に
よ
る「
き
ず
な
」を
基
礎
に
し
て
、人
に

対
す
る
基
本
的
な
信
頼
関
係
や
倫
理
観
、自
立
心
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
を
は
じ
め
、地
域
や
社
会
な
ど
、す
べ
て
の
大
人
は
、青
少
年
が
健
全

に
成
長
す
る
環
境
を
つ
く
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
し
て
、当
然
青
少
年
自
身
に
も
自
分
を
大
切
に
し
、健
全
な
社
会
人
と

な
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

　
青
少
年
は
自
分
自
身
の
た
め
に
、家
庭
や
地
域
は
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、実
行
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
児
童
虐
待

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
〜

地
域
の
方
々
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
と
行
動
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
に
は
、

早
期
発
見
、早
期
対
応
が
重
要
で
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
！！

11
月
〜
1
月
は
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
公
募

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
公
募

　
市
税
は
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。今
月
の
納
期
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
、正
し
く
納
税
さ
れ
て
い
る
大
多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
不
公
平

が
生
じ
な
い
よ
う
、滞
納
整
理
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

◆
納
税
課
　
3
内
線
2
5
9
、2
6
0
、2
6
1

　来年4月から、入室を希望する方の申込受付を実施します。
対象　保護者が仕事などで日中不在になっている、主として小
学校１～3年生までの児童
申込期間　12月2日（月）～14日（土）（日曜日を除く。）
申込方法　児童クラブ入室申込書、勤務証明書など申請に必
要な書類をそろえて、入室希望児童クラブ（下表参照）へ児童
の保護者が持参してください。（申込受付時に、聞き取りを行
います。）
※入室申込書、勤務証明書など申請用紙は、各児童クラブ（土
曜日も開室。ただし11月23日を除く）、保育課にあります。
※児童クラブの入室は、申請書類をもとに審査を行い決定し、
審査結果は通知します。
　また、児童クラブの申込状況等により、お申込みいただいて
も入室できない場合がありますのでご了承ください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　◆保育課　3内線296
市立放課後児童クラブ一覧表
児童クラブ名 所在地 電話番号定員

（人）
受付
時間

荒川児童クラブ(注）
石原児童クラブ(注）
東児童クラブ(注）
西児童クラブ(注）
雀宮児童クラブ(注）
大幡児童クラブ(注）
箱田児童クラブ(注）
妻沼南児童クラブ
新堀児童クラブ
佐谷田児童クラブ
大麻生児童クラブ(注）
第2大麻生児童クラブ(注）
玉井児童クラブ(注）
第2玉井児童クラブ(注）
別府児童クラブ
第2石原児童クラブ(注）
第3石原児童クラブ(注）
第2大幡児童クラブ(注）
第3大幡児童クラブ(注）
南児童クラブ(注）
籠原児童クラブ(注）
第2籠原児童クラブ(注）
第3籠原児童クラブ(注）
第2東児童クラブ(注）
第2箱田児童クラブ(注）
成田児童クラブ(注）
中条児童クラブ
奈良児童クラブ
大里さくら児童クラブ
大里第2さくら児童クラブ
長井児童クラブ
妻沼児童クラブ
太田児童クラブ
秦児童クラブ
江南北児童クラブ
江南南児童クラブ

荒川児童館内（河原町2-173）
石原児童館内（本石1-10）
東児童館内（銀座4-9-6）
西児童館内（新堀新田576-1）
雀宮児童館内（上之1305-1）
大幡児童館内（代597-4）
箱田高齢者･児童ふれあいセンター内（中央1-149）
妻沼児童館内（弥藤吾692-1）
新堀小学校内（新堀182）
佐谷田小学校内（佐谷田1030）
大麻生小学校内（大麻生51）
大麻生小学校内（大麻生48-5）
玉井小学校内（高柳116-1）
玉井小学校内（高柳116-1）
別府小学校内（西別府29-1）
石原小学校内（石原3-1-1）
石原小学校内（石原3-1-1）
大幡小学校内（代681）
大幡小学校内（代681）
熊谷南小学校内（榎町343）
籠原小学校内（新堀1143）
籠原小学校内（新堀1165-1）
籠原小学校内（新堀1165-1）
熊谷東小学校内（末広3-4-1）
熊谷西小学校内（中央1-1）
成田小学校内（上之2810）
中条小学校内（上中条892-1）
奈良小学校内（下奈良561-3）
吉見小学校内（箕輪7）
市田小学校内（小泉243-1）
長井小学校内（上根358）
妻沼小学校内（妻沼1492-1）
太田小学校内（八木田5）
秦小学校内（　和田831）
江南北小学校外 南東側（成沢62-1）
江南南小学校外 東側（須賀広599-1）

048-522-0802
048-524-0601
048-525-1928
048-532-1841
048-521-2673
048-525-7710
048-521-8441
048-589-1621
048-533-4562
048-524-5361
048-531-3611
048-533-0300
048-533-2875
048-531-2601
048-531-3615
048-522-6428
048-521-3701
048-525-2219
048-526-7744
048-521-1120
048-531-2412
048-532-8384
048-533-8250
048-526-6325
048-526-2541
048-521-0401
048-524-3361
048-525-6110
0493-39-5570
048-536-1591
048-588-7974
048-589-3310
048-589-0737
048-589-3521
048-536-0510
048-536-0155

40
40
40
40
40
40
40
40
40
40
40
40
60
35
40
40
35
55
30
30
40
40
40
40
40
40
30
30
60
35
60
70
35
30
40
70

9
時
〜
15
時

12
時
〜
15
時　
12
月
７
日（
土
）・
14
日（
土
）の
み
9
時
〜
15
時

（注）複数の児童クラブがある小学校区（熊谷東小、熊谷西小、石原小、大幡小、
熊谷南小、籠原小、玉井小、成田小、大麻生小）では、人数調整等によりご希望
に添えないことがありますのであらかじめご了承ください。

さ
し
の
べ
た  

そ
の
手
が
こ
ど
も
の  

命
綱

平成26年度市立放課後児童クラブの入室受付
（新規・継続）
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江
南
総
合
公
園
は
、
野
球
場
、

多
目
的
広
場
、
芝
生
広
場
、
遊
具

広
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
平
成
20

年
の
開
設
か
ら
多
く
の
方
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
指
定
管
理
者

︵
N
P
O
法
人
グ
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

熊
谷
︶
に
よ
る
管
理
運
営
に
移
行

し
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
愛
さ
れ
る
公
園
と
な
る
よ
う

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方

賞
お
よ
び
賞
品
　

【
最
優
秀
賞
】　
１
点 

︵
１
万
円
相

当
の
熊
谷
の
名
産
品
セ
ッ
ト
︶

【
優
秀
賞
】 

３
点 

︵
５
千
円
相
当

の
熊
谷
の
名
産
品
セ
ッ
ト
︶

※
最
優
秀
賞
を
公
園
の
愛
称
と
し

ま
す
。
採
用
作
品
の
著
作
権
は
市

に
帰
属
し
ま
す
。

※
受
賞
作
品
に
複
数
の
同
じ
愛
称

の
応
募
が
あ
っ
た
場
合
、
抽
選
で

受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

発
表
　
江
南
総
合
公
園
掲
示
板
、

市
報
︵
２
月
号
予
定
︶
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

応
募
期
限
　
11
月
30
日︵
土
︶

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
E

メ
ー
ル
に
、①
公
園
の
愛
称
②
理

由
③
住
所
④
氏
名
⑤
年
齢
⑥
電
話

番
号
を
明
記
し
、
期
限
ま
で
に︵
必

着
︶左
記
へ
。

　
　
　 

板
井
３
７
７ 

江
南
総
合

公
園 

指
定
管
理
者
N
P
O
法
人
グ
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
熊
谷
　 

　k
o
u
n
a
n
.so

u
g
o
u
@

g
m

a
il.co

m

※
江
南
総
合
公
園
管
理
事
務
所
に

備
付
け
の
応
募
用
紙
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

※
応
募
は
１
人
１
点
ま
で
と
し
ま
す
。

◆
江
南
総
合
公
園

3
０
４
８-

５
３
６-

９
０
０
０

　第37回全国育樹祭の式典行事が11月17日（日）に彩
の国くまがやドームで開催されます。
　式典行事は、皇族殿下に御臨席いただき、公募や招待
者など県内外から約5,000人が参加します。（※公募は
終了しました。）　　 
　　　　　 ◆農業振興課（妻沼庁舎）3048-588-1321

全国の林業機械メーカー等74社が集まり、普段見ることのな
いような大型機械がたくさんあります。（入場無料）
とき　11月17日（日）9：00～16：30
　　　　   18日（月）9：00～15：00
ところ　妻沼西部工業団地「（株）エイチワン社有地」
交通　ＪＲ高崎線 籠原駅より無料シャトルバス有り（約20分
間隔で運行）

第３７回全国育樹祭が
　　　　　開催されます
第３７回全国育樹祭が
　　　　　開催されます
「育てよう みどりは未来の たからもの」

第37回全国育樹祭記念行事
「2013森林・林業・環境機械展示実演会」

第37回全国育樹祭に伴う交通規制のお知らせ

〒
360-

0105

Eメール

11月17日（日）

妻沼庁舎・妻沼行政センター
江南庁舎・江南行政センター

048-588-1321
048-536-1521

熊谷市役所
大里庁舎・大里行政センター

048-524-1111
0493-39-0311

　市では平成26年３月に、家庭ごみの出し方や市の年間
行事、予防接種に関するお知らせ等を掲載した平成26年
度版「熊谷市くらしのカレンダー」を発行します。
　カレンダーに掲載する作品を募集しますので、ぜひ、自
慢の作品をお寄せください。

応募資格　どなたでも応募できます。
対象作品　写真および絵画等（切絵・ちぎり絵等可）　
※自作作品で、熊谷市を題材としたもの、または熊谷市
にゆかりのもの。（未発表のものに限ります。）
作品規格　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※縦・横どちらの作品でも応募できます。
※写真に人物が撮影されている場合には、事前に写って
いる方の了承を得てください。
※絵画等で採用された場合は、改めて広報広聴課が撮影
する場合があります。

平成26年度版「熊谷市くらしのカレンダー」掲載作品を公募
応募方法　下記の必要事項を必ず記載して応募してください。
必要事項
　①題名　②掲載を希望する月　
　③題材の場所、熊谷市とのゆかり等
　④住所　⑤氏名　⑥年齢　⑦性別　⑧電話番号

《電子データで応募する場合》　
　メール本文に必要事項を明記し、作品データを電子メー
ルに添付して下記アドレスまで送付してください。（複数
の作品を送付する場合は、作品ごとの①～③がわかるよ
うしてください。）
《郵送または持参で応募する場合》　
　作品の裏面に必要事項を明記し、下記まで直接持参す
るか郵送してください。
　なお、応募書類は原則として返却しません。
応募期限　１２月３日（火）
審査　市で行います。表紙に
掲載する作品も、応募作品の
中から選定します。
※採用作品は、題名、題材の
場所等のほか、作者名を掲載
します。謝礼はありません。
◆広報広聴課　3内線２１２　
〒360-8601　宮町2-47-1
Eメール：webmaster@city.kumagaya.lg.jp

次の愛称案から一つを選んでください。
（選定された愛称の著作権は市消防本部に属します。）
 熊谷市消防音楽隊愛称（案）
　① KUMAGAYA ＦＩＲＥ ＢＥＡＲＳ
　② KUMAGAYA WONDER BEARS
　③ KUMAGAYA RHYTHM BEARS

 熊谷市消防音楽隊公式マスコットの愛称募集
　親しみがあり、わ
かりやすい愛称をA
～C一括で募集しま
す。（採用作品の著
作権は市消防本部に
属します。）

応募方法等
（共通事項）
募集期間
　１1月１日（金）～
12月６日（金）※必着
発表　熊谷市消防音
楽隊定期演奏会、市
報、市ホームページ
応募方法
　下記により、応募してください（応募は１人１点まで）。
①消防本部、市内各消防署・分署の窓口に備え付けの応
募用紙に必要事項を明記し、各窓口へ提出してください。
②記入例のとおりハガキに（1）～（7）までのことを明記し、
郵送してください。
③メール本文にハガキ裏面の（1）～（7）までと同事項を明
記し下記アドレスまで送付してください。
Eメール：fd-somu@city.kumagaya.lg.jp
審査　市消防本部で行います。

消防音楽隊の愛称を選定し、今まで以上に愛される消防音楽隊を目指します。
さ・ら・に！消防音楽隊の新たな仲間として公式マスコットが誕生しました！
この公式マスコットに名前を付けてみませんか？

◆消防総務課　3０４８-５０１-０１１９

熊谷市消防音楽隊の愛称選定と
マスコットの愛称募集

2048×1536ピクセル程度
（300万画素相当）のサイズ
各自で撮影またはスキャニ
ングし、2048×1536ピ
クセル程度（300万画素相
当）のサイズ

各自で撮影またはス
キャニングし、キャビ
ネ版または２Ｌ版

写
真

絵
画
等

熊谷市消防音楽隊の愛称選定 3 6 0　0 8 1 1切
手

熊
谷
市
原
島
6
7
5-

1

熊
谷
市
消
防
本
部

消
防
総
務
課
　
愛
称
募
集
係

消防音楽隊愛称募集
（1）
※愛称案の番号を
　記載してください。

公式マスコット
（2）愛称（ふりがな）
　A
　B
　C
（3）愛称の説明
（4）住所
（5）電話番号
（6）氏名（ふりがな）
（7）年齢

ハガキ記入例

キャビネ版または２L版

A クマをイメージした男性の救助隊員。かっこいいでしょ！
B クマをイメージした女性の消防隊員。可愛いでしょ！
C 市の鳥・ヒバリをイメージしたキャラクター。おちゃめでしょ！

A
B

C

クマガヤ　　　　　 ファイヤー　 ベアーズ

クマガヤ　　　　　 　　　 ワンダー　　 　  ベアーズ

クマガヤ　　　　　 　　　リズム　　 　  ベアーズ

熊谷市消防音楽隊の愛称選定と
マスコットの愛称募集

熊谷市役所

埼玉県農林公園

航空自衛隊

熊谷駅
上熊谷駅

石原駅
大麻生駅

ひろせ
野鳥の森駅明戸駅武川駅 秩父鉄道

高崎線
上越新幹線

永田駅

小前田駅

寄居町

深谷市

深谷市
熊谷市

東松山市

上之北

皆野寄居有料道路

嵐山小川 IC

代

至大泉 JCT

関越自動車道

川の博物館

玉淀大橋北

N

17

17

407

140

254

金尾山

県道深谷東松山線（熊谷市小江川周辺）
国道140号（玉淀大橋北交差点～熊谷警察署前交差点）
国道407号（熊谷警察署前交差点～代交差点）
国道17号熊谷バイパス（代交差点～上之北交差点）
国道254号（玉淀大橋北交差点～露梨子交差点）
熊谷スポーツ文化公園周辺
関越自動車道（花園ＩＣ～大泉ＪＣＴ）
東京外環自動車道（大泉ＪＣＴ～美女木ＪＣＴ）
首都高５号線（美女木ＪＣＴ～東京都境）

9:00～16:00

15:00～16:30

11
月
17
日（
日
）

※上記時間帯に、路線・区間内で一時的（ 15～200分程度） な通行止め等の交通規制を実施します。

規制場所　　実施日　 規制予定時間帯　　 　　   おもな規制路線・区間目安

警察官の交通整理に
ご協力をお願いします
埼玉県警察本部

混雑解消のため、マイカー利用の自粛、
業務用車両の運行調整等の
ご協力をお願いします。

お問合わせ先：交通規制課
3048-832-0110（警察本部代表電話）

（交通規制情報は県警ホームページにも掲載しています）

熊谷スポーツ文化公園

武体西

花園IC

140

江
南
総
合
公
園
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

江
南
総
合
公
園
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

電子データで
応募する場合

郵送または持参で
応募する場合
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